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原
発
事
故
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
年
五
ヶ
月

の
八
月
一
一
日
、
鹿
児
島
県
に
あ
る
九
州

電
力
川
内
原
発
一
号
機
が
再
稼
働
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
て

決
ま
っ
た
新
た
な
原
発
の
規
制
基
準
の
下

で
動
き
始
め
た
最
初
の
原
発
だ
。
今
後
、

川
内
原
発
二
号
機
な
ど
の
再
稼
働
が
続
く

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
安
倍
晋
三
首
相
は
、
新
基
準
を
「
世
界

で
一
番
厳
し
い
」
と
明
言
し
、「
規
制
基
準

を
満
た
し
た
原
発
は
再
稼
働
さ
せ
る
」
と

の
姿
勢
だ
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
長
官

が
、
新
基
準
を
パ
ス
し
た
四
国
電
力
伊
方

原
発
の
あ
る
愛
媛
県
知
事
を
訪
ね
て
再
稼

働
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
と
い
う
姿
ま
で

見
せ
ら
れ
る
と
、
現
政
権
の
原
発
回
帰
政

策
は
極
め
て
鮮
明
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

だ
が
、
今
、
政
策
転
換
を
急
ぐ
合
理
的
理

由
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
一
里
塚
と
も

な
る
再
稼
働
も
受
け
入
れ
難
い
。

　
現
政
権
や
電
力
会
社
は
、
再
稼
働
の
必

要
性
の
根
拠
と
し
て
、
低
廉
な
電
力
の
安

定
供
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
挙
げ
る
。

　
原
発
事
故
後
に
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
電

力
供
給
の
三
〇
％
近
く
を
担
っ
て
い
た
原

発
が
停
止
し
、
大
量
の
供
給
力
が
失
わ
れ

た
。
電
力
会
社
は
こ
れ
を
火
力
発
電
で
カ

バ
ー
し
た
。
こ
れ
が
燃
料
購
入
費
を
膨
ら

ま
せ
、
電
気
料
金
の
上
昇
を
招
い
た
。
こ

れ
は
事
実
だ
。

　

主
要
電
力
会
社
の
燃
料
購
入
費
は

二
〇
〇
九
年
度
の
約
三
兆
円
か
ら

二
〇
一
三
年
度
の
七・
七
兆
円
と
大
幅
に

増
え
て
い
る
。
こ
れ
が
「
原
発
の
停
止
が

国
富
の
流
出
を
招
い
て
い
る
」
と
の
安
倍

首
相
ら
の
主
張
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、燃
料
購
入
費
が
膨
ら
ん
だ
理
由
は
、

急
激
に
進
ん
だ
円
安
や
資
源
価
格
自
体
の

高
騰
な
ど
、
原
発
停
止
以
外
に
も
あ
り
、

実
際
の
原
発
停
止
の
影
響
は
四
兆
円
の
ほ

ぼ
半
分
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
事
故
後
、
電
力
会
社
は
そ
れ
ま
で
お

ろ
そ
か
に
し
て
き
た
原
発
の
安
全
対
策
へ

の
投
資
を
迫
ら
れ
、
維
持
管
理
に
も
こ
れ

ま
で
以
上
の
出
費
が
求
め
ら
れ
る
。今
後
、

追
加
の
安
全
投
資
も
必
要
で
、
そ
れ
は
当

面
、
電
気
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
。
一
基

や
二
基
の
原
発
が
動
い
た
程
度
で
、
国
家

経
済
全
体
へ
の
利
得
は
少
な
く
、
原
発
の

再
稼
働
で
料
金
上
昇
に
歯
止
め
が
か
か
る

か
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。

　
東
日
本
大
震
災
で
、
各
地
に
集
中
立
地

す
る
原
発
が
停
止
し
て
一
挙
に
大
量
の
電

力
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
安
定
供

給
へ
の
貢
献
も
疑
わ
し
い
。
短
期
的
に
見

れ
ば
と
も
か
く
、
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
中
で
の
安
定
性
を
考
え
れ
ば
、
地

熱
発
電
ま
で
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
方
が
、
は
る
か
に
供
給
の
安
定
化
に

資
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
も
原
発
再
稼
働
の
根

拠
の
一
つ
で
あ
る
。
運
転
中
に
二
酸
化
炭

素
を
出
さ
な
い
原
発
が
電
力
部
門
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
効
果
が
あ
る
こ
と
は

事
実
だ
。
だ
が
、
日
本
の
発
電
に
伴
う
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、
原
発
建
設
が
進

ん
で
い
た
福
島
事
故
前
で
も
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
増

え
て
い
た
。
原
発
推
進
の
裏
で
価
格
は
安

い
が
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
多
い
石
炭

火
力
発
電
の
拡
大
が
続
い
て
い
た
こ
と
が

一
因
な
の
だ
が
、
原
発
推
進
派
は
こ
の
事

実
を
ど
う
説
明
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
欧
州

諸
国
を
み
れ
ば
、過
去
二
〇
年
ほ
ど
の
間
、

原
発
に
頼
ら
ず
に
、
日
本
よ
り
も
大
幅
な

経
済
成
長
を
実
現
す
る
一
方
で
、
排
出
総

量
を
減
ら
し
て
き
た
国
が
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
。
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の

大
部
分
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
中

で
、
電
力
消
費
は
三
〇
％
程
度
だ
。
そ
の

三
〇
％
程
度
を
原
発
で
供
給
し
て
い
た
の

だ
か
ら
、
原
発
が
関
わ
る
の
は
総
排
出
量

の
一
〇
％
程
度
で
し
か
な
い
。
こ
こ
で
も

原
発
が
一
、二
基
再
稼
働
す
る
こ
と
が
日

本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
は
思
え
な
い
。
電
力
部
門
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
策
に
は
、
よ
り

コ
ス
ト
も
リ
ス
ク
も
小
さ
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
重
要
な
選
択
肢
が
あ
る

改
め
て「
コ
ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う
側
」を
考
え
る 

②

　
業
界
保
護
、
リ
ス
ク
は
国
民
に
─ 

根
拠
薄
い
原
発
再
稼
働 

─

　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人
共
同
通
信
社
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し
、
排
出
量
全
体
を
減
ら
す
に
は
、
熱
や

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
運
輸
燃
料
を
含
め
た
省

エ
ネ
の
方
が
は
る
か
に
重
要
で
、
し
か
も

コ
ス
ト
が
安
い
。
原
発
事
故
後
、
各
地
で

急
速
に
省
エ
ネ
が
進
み
、
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
過
去
に
な
い

ペ
ー
ス
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

が
進
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
も
、
日
本
の
新
規
制
基
準
は
世
界

の
最
先
端
の
原
発
で
取
ら
れ
て
い
る
安
全

対
策
を
み
た
ら
、
と
て
も
「
世
界
で
一
番

厳
し
い
」
な
ど
と
言
え
る
よ
う
な
状
況
に

は
な
い
。
筆
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力

大
手
「
ア
レ
バ
」
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
建

設
中
の
オ
ル
キ
ル
オ
ト
原
発
を
取
材
し
た

こ
と
が
あ
る
。
巨
大
な
原
子
炉
建
屋
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
の
厚
さ
は
二
メ
ー
ト
ル

も
あ
り
、
商
用
旅
客
機
が
突
入
し
て
も
大

丈
夫
な
構
造
だ
と
い
う
。
炉
心
溶
融
事
故

対
策
と
し
て
、
溶
け
た
核
燃
料
を
受
け
止

め
る
「
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
が
備
え
ら

れ
て
い
る
。
建
屋
そ
の
上
部
に
は
貯
水
タ

ン
ク
が
あ
り
一
定
の
温
度
を
超
え
る
と
自

動
的
に
大
量
の
水
が
散
水
さ
れ
て
コ
ア
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
内
の
溶
融
燃
料
を
冷
や
す
仕

組
み
だ
。
福
島
事
故
で
注
目
さ
れ
た
非
常

用
電
源
は
原
子
炉
建
屋
と
は
別
の
場
所
に

設
置
さ
れ
、
こ
こ
も
飛
行
機
が
突
入
し
て

も
大
丈
夫
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
持
た
ず
、
免
震

重
要
棟
の
建
設
す
ら
先
送
り
が
許
さ
れ
た

川
内
原
発
の
安
全
対
策
が
、
こ
れ
ら
欧
州

の
最
先
端
の
原
発
か
ら
み
れ
ば
大
き
く
見

劣
り
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
福
島
原
発
の
事
故
は
、「
原
発
は
低
リ
ス

ク
で
低
コ
ス
ト
な
電
源
だ
」
と
の
主
張
が

「
神
話
」に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
確
に

し
た
。
原
発
は
実
は
「
ハ
イ
コ
ス
ト
、
ハ

イ
リ
ス
ク
」
の
電
源
で
あ
っ
た
の
だ
。
新

規
制
基
準
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
が
以
前
に
比

べ
て
小
さ
く
な
っ
た
の
は
事
実
だ
と
し
て

も
、
日
本
の
安
全
対
策
が
世
界
基
準
に
達

し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
、
リ
ス
ク
が

ど
れ
だ
け
低
減
さ
れ
た
の
か
と
な
る
と
不

明
確
だ
。

　
一
方
で
、
原
発
の
コ
ス
ト
は
国
際
的
に

上
昇
を
続
け
て
い
る
。
オ
ル
キ
ル
オ
ト
原

発
を
建
設
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力

大
手
「
ア
レ
バ
」
が
、
工
費
の
高
騰
と
完

成
時
期
の
遅
れ
に
よ
っ
て
倒
産
寸
前
の
状

況
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
象
徴

的
な
姿
だ
。

　
福
島
の
事
故
は
、
原
発
の
過
酷
事
故
に

よ
っ
て
生
じ
る
事
故
対
策
の
コ
ス
ト
や
損

害
賠
償
の
費
用
を
、
原
発
を
所
有
す
る
電

力
会
社
だ
け
で
は
到
底
、
負
担
し
得
な
い

こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
の
だ
が
、
次
に
事

故
が
起
こ
っ
た
と
き
の
責
任
の
所
在
に
関

す
る
議
論
や
賠
償
を
行
う
た
め
の
保
険
制

度
に
関
す
る
議
論
も
ま
っ
た
く
進
ん
で
い

な
い
。
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
れ
ば
処
分
の

見
通
し
が
な
い
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
排
出
量
も
増
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
ど

う
す
る
の
か
の
議
論
に
も
進
展
が
見
ら
れ

な
い
。

　
原
発
運
転
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
れ
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
が
、
税
金
な
ど
の
形

で
一
般
市
民
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
の
が
今
の
実
態
だ
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
今
、
過
半
数

の
世
論
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
原
発
の
再

稼
働
を
進
め
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
リ

ス
ク
を
無
視
し
て
原
発
に
過
剰
な
投
資
を

し
て
き
た
た
め
、
原
発
事
故
後
に
大
き
く

悪
化
し
た
電
力
会
社
の
経
営
状
態
を
好
転

さ
せ
る
こ
と
く
ら
い
し
か
見
当
た
ら
な

い
。
経
営
戦
略
を
誤
っ
て
窮
地
に
陥
っ
た

私
企
業
を
国
が
支
援
し
、
そ
の
リ
ス
ク
や

コ
ス
ト
を
一
般
市
民
に
押
し
付
け
る
。
そ

れ
が
、
多
く
の
課
題
を
積
み
残
し
た
ま
ま

動
き
出
し
た
川
内
原
発
が
映
し
出
す
、
今

の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
姿
で
あ

る
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

井
田
　
徹
治
（
い
だ
・
て
つ
じ
）

一
九
五
九
年
十
二
月
東
京
生
ま
れ
。

主
な
著
書
『
大
気
か
ら
の
警
告
─
迫
り
く

る
温
暖
化
の
脅
威
』（
創
芸
出
版
）、『
デ
ー
タ

で
検
証 

地
球
の
資
源
』（
講
談
社
ブ
ル
ー

バ
ッ
ク
ス
）、 『
サ
バ
が
ト
ロ
よ
り
高
く
な

る
日
─
危
機
に
立
つ
世
界
の
漁
業
資
源
』

（
講
談
社
現
代
新
書
）、『
カ
ー
ボ
ン
リ
ス
ク

─
CO2
・
地
球
温
暖
化
で
世
界
の
ビ
ジ
ネ

ス・ル
ー
ル
が
変
わ
る
』（
北
星
堂
、共
著
）、

『
ウ
ナ
ギ 

地
球
環
境
を
語
る
魚
』（
岩
波
新

書
）、『
生
物
多
様
性
と
は
何
か
』（
同
）、『
地

下
水
の
科
学
』（
講
談
社
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク

ス
、
共
著
）、『
環
境
異
変
』（
共
同
通
信
社
、

共
編
）、「
環
境
負
債
」（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー

新
書
）、「
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
最
前
線
」

（
岩
波
新
書
）、「
鳥
学
の
一
〇
〇
年
」（
平
凡

社
）、「
有
害
化
学
物
質
の
話
」（
P
H
P
サ

イ
エ
ン
ス
・
ワ
ー
ル
ド
新
書
）
な
ど
。
社

会
活
動
は
次
号
に
紹
介
。
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ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ォ
ア
・
ボ
ー
イ
ズ

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
一
般
的
な
認
識
と

し
て
、
募
金
活
動
や
清
掃
奉
仕
活
動
を
行

う
少
年
団
体
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
健
や
か
な
子

ど
も
を
育
成
す
る
世
界
運
動
で
す
。
こ
の

運
動
は
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
イ

ギ
リ
ス
の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ー
島
で
行
わ
れ
た

小
さ
な
キ
ャ
ン
プ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
か
ね
て
か
ら
少
年
た
ち
の
教
育
に
大

き
な
関
心
を
持
ち
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
主

宰
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
退
役
将
軍
ロ
バ
ー

ト
・
ベ
ー
デ
ン
・
パ
ウ
エ
ル
卿
（
以
下 

Ｂ
・

Ｐ
卿
）
は
、
イ
ン
ド
や
南
ア
フ
リ
カ
で
の

体
験
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
野
外
教
育
を

通
じ
て
、
少
年
た
ち
が
男
ら
し
さ
を
身
に

つ
け
、
将
来
社
会
に
役
立
つ
人
間
に
成
長

す
る
こ
と
を
願
い
、
二
〇
人
の
子
ど
も
た

ち
と
共
に
実
験
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
体
験
を
も
と
に
、
翌
年
「
ス
カ

ウ
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ォ
ア
・
ボ
ー
イ
ズ
」
と

い
う
本
を
著
し
、
少
年
た
ち
の
旺
盛
な
冒

険
心
や
好
奇
心
を
キ
ャ
ン
プ
生
活
や
自
然

観
察
、
グ
ル
ー
プ
で
の
ゲ
ー
ム
な
ど
の
中

で
発
揮
さ
せ
、「
遊
び
」
を
通
し
て
少
年
た

ち
に
自
立
心
や
、
協
調
性
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
始

ま
り
で
す
。

　
日
本
に
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一

年
）
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
が
伝
わ
り

ま
し
た
。
当
時
全
国
各
地
に
は
少
年
団
体

が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
的
な
統

一
結
成
へ
の
動
き
が
起
こ
り
、
一
九
二
二

年
（
大
正
一
一
年
）
四
月
一
三
日
に
「
少

年
団
日
本
連
盟
」
が
設
立
さ
れ
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
国
際
事
務
局
に
正
式
加
盟
し
、

世
界
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
日
本
に
お
け
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運

動
の
始
ま
り
で
す
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
教
育
は
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
①
青
少
年
の

自
発
活
動
で
あ
る
こ
と
。
②
青
少
年
が
、

誠
実
、
勇
気
、
自
信
、
及
び
国
際
愛
と
人

道
主
義
を
把
握
す
る
こ
と
、
健
康
を
築
く

こ
と
、
人
生
に
役
立
つ
技
能
を
体
得
す
る

こ
と
、社
会
に
奉
仕
で
き
る
こ
と
の
人
格・

健
康
・
技
能
・
奉
仕
を
教
育
の
四
本
柱
と

し
て
い
る
こ
と
。
③
幼
児
期
か
ら
青
年
期

に
わ
た
る
各
年
齢
層
に
適
応
す
る
よ
う
、

年
齢
に
応
じ
た
部
門
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
教
育
が
他

の
青
少
年
団
体
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
そ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
ち

か
い
」
と
「
お
き
て
」
の
実
践
、
班
制
教

育
、
進
歩
制
度
、
野
外
を
教
場
と
す
る
と

い
う
こ
と
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。

「
ち
か
い
」
と
は

　
ス
カ
ウ
ト
は
自
分
の
名
誉
に
か
け
て
次

の
三
条
の
実
行
を
誓
い
ま
す
。

一
、
神
（
仏
）
と
国
に
誠
を
尽
く
し
、
お

き
て
を
ま
も
り
ま
す
。

二
、
い
つ
も
他
の
人
々
を
た
す
け
ま
す
。

三
、
か
ら
だ
を
強
く
し
、
心
を
す
こ
や
か

に
、
徳
を
養
い
ま
す
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
教
育
は
、
ど
の
よ
う

な
と
き
に
も
、
ど
の
よ
う
な
場
で
も
、
す

べ
て
の
活
動
は
「
ち
か
い
」
と
「
お
き
て
」

の
実
践
を
基
盤
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「
ち
か
い
」
は
、自
分
自
身
に
対
し
て

誓
う
も
の
で
あ
り
、ま
た
「
お
き
て
」（
八

つ
の
徳
目
）
は
毎
日
の
生
活
の
物
差
し
と

し
て
自
分
の
行
動
を
律
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
の
ス
カ
ウ
ト
教
育
の

特
徴
は
「
信
仰
」
を
持
つ
こ
と
を
奨
励
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
Ｂ
・
Ｐ
卿
は
前
出

の
著
書
で
、
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
の
ね
ら
い

は
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
実
践
す
る
少
年

運
動
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
本

は
少
年
に
「
い
か
に
人
生
を
生
き
る
べ
き

か
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
Ｂ
・
Ｐ
卿
は
、
将
来
あ
る
少
年
た
ち
に

ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
利
己
的
な
生

き
方
で
は
な
く
、
社
会
的
価
値
を
実
現
す

る
生
き
方
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
生
き
方
の
根
拠
が
神
へ
の
信
仰

に
あ
り
、
ボ
ー
ス
カ
ウ
ト
訓
練
法
の
目
的

は
、
そ
の
信
仰
の
実
践
と
し
て
社
会
奉
仕

の
観
念
を
少
年
た
ち
の
心
に
植
え
つ
け
、

精
神
も
身
体
も
共
に
公
（
お
お
や
け
）
に

奉
仕
す
る
よ
う
に
各
人
の
能
力
を
鍛
え
る

と
こ
ろ
に
お
い
て
い
る
の
で
す
。

　
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）
八
月
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
国
際
ス
カ
ウ
ト
会
議

は
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
は
な
く
「
ス
カ
ウ

ト
教
育
は
い
か
な
る
宗
教
の
上
に
も
成
り

立
つ
」
と
普
遍
性
を
宣
言
し
ま
し
た
。
ス

カ
ウ
ト
の
「
ち
か
い
」
の
第
一
条
は
、「
神

（
仏
）
と
国
に
誠
を
尽
く
し
、お
き
て
を
ま

ス
カ
ウ
ト
と
宗
教

　
　
　
　
大
谷
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　 
委
員
長
　
石  

神
　
　
明

	
（
い
し
が
み   

あ
き
ら
）
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も
り
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、「
誠

を
尽
く
す
」
と
い
う
こ
と
は
明
確
な
信
仰

を
、
ス
カ
ウ
ト
・
ス
カ
ウ
タ
ー
は
持
つ
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

日
本
の
仏
教
ス
カ
ウ
ト

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
の
教
育
規

定
に
は
「
す
べ
て
の
加
盟
員
が
そ
れ
ぞ
れ

明
確
な
る
信
仰
を
持
つ
こ
と
を
奨
励
す

る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
奨
励
す
る

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
中
学
生
年

代
か
ら
取
り
組
め
る
「
信
仰
奨
励
章
」
高

校
生
年
代
か
ら
取
り
組
め
る
「
宗
教
章
」

が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
宗
教
章
」
は

「
仏
教
章
」「
キ
リ
ス
ト
教
章
」「
神
道
章
」

「
世
界
救
世
教
章
」「
金
光
教
章
」
の
五
つ

の
宗
教
章
が
あ
り
ま
す
。
信
仰
奨
励
章
は

信
仰
へ
の
導
入
と
い
う
ね
ら
い
で
、
取
得

承
認
は
隊
長
が
行
い
ま
す
が
、宗
教
章
は
、

日
本
連
盟
が
示
す
授
与
基
準
に
そ
っ
た
取

得
項
目
を
、
各
宗
派
が
そ
れ
ぞ
れ
項
目
を

制
定
し
、
日
本
連
盟
に
提
出
し
承
認
を
受

け
、
教
導
職
の
指
導
承
認
か
、
ま
た
は
各

宗
派
が
行
う
研
修
会
に
参
加
し
て
取
得
す

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
日
本
仏
教
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
」は
孝
道

教
団
、
高
野
山
真
言
宗
、
金
剛
禅
、
聖
観

音
宗
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、

真
宗
大
谷
派
、
真
宗
興
正
派
、
真
宗
仏
光

寺
派
、
曹
洞
宗
、
天
台
宗
、
本
門
佛
立
宗
、

日
蓮
宗
、
立
正
佼
成
会
で
組
織
し
、
世
界

仏
教
ス
カ
ウ
ト
連
盟
に
加
盟
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
「
仏
教
章
」
授
与
基
準
設
置
教

宗
派
は
、
鞍
馬
弘
教
、
真
言
宗
智
山
派
、

真
言
宗
豊
山
派
、
真
宗
高
田
派
、
時
宗
、

法
華
宗
真
門
流
、
融
通
念
仏
宗
、
臨
済
宗

円
覚
寺
派
、
臨
済
宗
方
広
寺
派
、
臨
済
宗

南
禅
寺
派
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
（
い
ず
れ

も
五
〇
音
順
）
で
あ
り
ま
す
。

第
二
三
回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

　
四
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
日
本
ス
カ
ウ
ト

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
は
ス
カ
ウ
ト
に
と
っ
て
は
夢
と
希

望
と
躍
動
の
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
大
会
で
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
参
加
者
は「
ち
か
い
」

と
「
お
き
て
」
の
実
践
を
通
し
て
信
仰
心

を
よ
り
深
め
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
日

本
仏
教
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
は
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
会
場
で
各
宗
派
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し

て
、
礼
拝
・
聞
法
・
体
験
が
で
き
る
よ
う

ス
カ
ウ
ト
達
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
八
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で
、
山

口
県
の
き
ら
ら
浜
（
山
口
市
阿
知
須
）
で
、

世
界
一
五
二
ヵ
国
か
ら
約
三
万
四
千
人
の

ス
カ
ウ
ト
・
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま
っ
た
、
世

界
最
大
の
キ
ャ
ン
プ
大
会
、
第
二
三
回
世

界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
で
は
、
会
場

内
の
信
仰
奨
励
ゾ
ー
ン
で
、
世
界
の
キ
リ

ス
ト
教
、
世
界
の
仏
教
、
世
界
の
イ
ス
ラ

ム
教
の
ブ
ー
ス
と
、
日
本
の
仏
教
（
九
宗

派
）、
日
本
の
宗
教
（
神
道
、
救
世
教
、
金

光
教
、天
理
教
）
の
ブ
ー
ス
が
立
ち
並
び
、

多
く
の
参
加
者
に
来
訪
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
八
月
二
日
に
は
「
世
界
仏
教
ス

カ
ウ
ト
の
集
い
」
を
開
催
し
、
東
本
願
寺

鍵
役
大
谷
暢
裕
師
（
次
期
後
継
門
主
）
の

導
師
に
よ
る
宗
教
儀
礼
と
、
平
和
宣
言
を

参
加
ス
カ
ウ
ト
約
四
千
人
に
よ
り
採
択
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
席
に
は
西
本
願
寺

門
主
大
谷
光
淳
師
ほ
か
、
仏
教
ス
カ
ウ
ト

加
盟
宗
派
の
代
表
者
も
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
寺
院
で
運
営
す
る
団
に
所
属

す
る
ス
カ
ウ
ト
は
、
宗
教
章
取
得
の
機
会

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
団
に
所

属
す
る
ス
カ
ウ
ト
は
、
な
か
な
か
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
教
導
職
の
指
導

と
承
認
が
必
要
な
た
め
だ
か
ら
で
す
。
多

く
の
ス
カ
ウ
ト
に
宗
教
章
取
得
の
機
会
を

増
や
す
べ
く
、
寺
院
に
所
属
し
な
い
ス
カ

ウ
ト
達
の
た
め
に
、
教
導
職
と
し
て
指
導

の
ご
協
力
を
是
非
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

次
代
を
担
う
「
人
」
を
育
成
す
る
た
め
に

も
、
寺
院

の
教
化
活

動
の
一
環

と
し
て
、

ス
カ
ウ
ト

活
動
に
対

す
る
ご
理

解
と
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

第
二
三
回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

は
こ
ち
ら
か
ら

h
ttp

://w
w
w
.23w

sj.jp
/in

d
ex_j.h

tm
l

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

石
神
　
明
（
い
し
が
み
・
あ
き
ら
）

一
九
三
七
年
十
二
月
生
ま
れ
。

真
宗
大
谷
派
願
蓮
寺
住
職
（
岐
阜
県
郡
上

市
八
幡
町
）。大
谷
大
学
文
学
部
真
宗
学
科

卒
業
。
公
益
財
団
法
人
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

日
本
連
盟
信
仰
奨
励
委
員
会
委
員
。 

第

二
三
回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
信

仰
奨
励
ゾ
ー
ン
長
。
世
界
仏
教
ス
カ
ウ
ト

連
盟
主
席
副
議
長
。
日
本
仏
教
ス
カ
ウ
ト

協
議
会
理
事
長
。
大
谷
ス
カ
ウ
ト
連
合
協

議
会
委
員
長
。
郡
上
市
仏
教
会
長
。
八
幡

町
仏
教
会
長
。

世界仏教スカウトブースで経文の学習

大谷派ブースで念珠作り体験



6全仏  No.613

寺院が知っておきたい法律知識

　宗教法人運営のための法律入門⑫　
宗教法人の事業について　３
　宗教法人が行う業務・事業は、①宗教活動 ②公益事業 ③公益事業以外の事業の３つに分かれま
す。そして③公益事業以外の事業は、Ⓐ共益事業 Ⓑ営利事業に分かれます。さらにⒷ営利事業は、
㋐収益事業 ㋑収益事業以外の事業に分かれます。

宗教法人の 業務

事業

①宗教活動や宗教活動に伴う財産の維持管理運営事業

②公益事業

③公益事業以外の事業 Ⓐ共益事業

Ⓑ営利事業

非営利事業

㋐収益事業

㋑収益事業以外の事業

収　益　事　業

【収益事業とは】
　収益事業とは営利事業のうち、法人税法上その所得が法人税の対象となる事業です。販売業・製
造業その他政令で定められた事業で、継続して事業場を設けて行われるものをいいます。（法人税法
第21条15号）
　まず「事業場を設ける」ことが必要です。この事業場は移動演劇興行のように移動するものであ
っても構いません。
　つぎに「継続して」行うとは、一定の期間中でも（例：夏季・冬季）相当回数行われたり、定期
的に行われたり（例：縁日）することも含まれます。

【収益事業にならない営利事業】
　以下の事業は営利事業であっても収益事業とはなりません。
　⇒ 農業、栽培業、林業、畜産業、漁業、養殖業

【法人税法上の位置づけ】
　収益事業とは営利事業のうち、法人税の課税対象となる事業です。しかし課税庁側は宗教法人の
業務や事業が営利事業に該当するかどうかに拘らず、収益事業と認定されるものはあるという立場
をとっています。申告納税制度がとられている日本では、収益事業に該当しているかどうかを自ら
判断しなければなりませんから、その判断基準を正確に把握しておくことは重要なことです。

【収益事業の判定基準】
　宗教界の一般的な見解では、宗教活動や公益事業には収益事業に該当するものがないと言われて
います。例えば、仏教新聞や経本・聖書等の出版は布教活動だから出版業ではないという見解です。
しかし、課税庁はこのように解釈することをせず、仏教新聞や経本・聖書等の出版を有料で行えば、
出版業に該当するという立場を採っています。したがって、宗教活動や公益事業であっても、課税
庁から「収益事業に該当する」と判断される場合がありますので、気をつける必要があります。
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賛助会員新会員 川村　進 さま（千葉県）	 ご入会ありがとうございます

【収益事業の種類】
　収益事業は下記の34種類と、これらの事業に付随して行われる行為です。
　（法人税法施行令第5条1号）

1.	 物品販売業 13.	 写真業 25.	 美容業
2.	 不動産販売業 14.	 貸席業 26.	 興行業
3.	 金銭貸付業 15.	 旅館業 27.	 遊技所業
4.	 物品貸付業 16.	 料理店その他の飲食店業 28.	 遊覧所業
5.	 不動産貸付業 17.	 周旋業 29.	 医療保険業
6.	 製造業 18.	 代理業 30.	 技芸教授業
7.	 通信放送業 19.	 仲立業 31.	 駐車場業
8.	 運送業 20.	 問屋業 32.	 信用保証業
9.	 倉庫業 21.	 鉱業 33.	 �無体財産権の譲渡又は提

供を行う事業10.	 請負業 22.	 土石採取業
11.	 印刷業 23.	 浴場業 34.	 労働者派遣業
12.	 出版業 24.	 理容業

� 全日本仏教会顧問弁護士　長谷川 正浩 監修

   8月（１日～１５日）  
３日	 ▶念法眞教立教90周年報恩大法要及び祝宴出席
� 大阪・総本山金剛寺他
	 ▶自由民主党組織運動本部長田中和德衆議院議員訪問
� 東京・自由民主党本部
	 ▶朝日ビジネスソリューション（株）木村氏来局� 事務総局
４日	 ▶�比叡山宗教サミット28周年『世界平和祈りの集い』

出席� 滋賀・比叡山延暦寺
５日	 ▶（公財）日本宗教連盟幹事会出席� 事務総局
	 ▶全日本宗教用具協同組合小堀氏他来局� 事務総局
	 ▶（株）DAT伊藤氏来局� 事務総局
７日	 ▶厚生労働省事業管理課大西氏・石河氏来局� 事務総局
	 ▶真宗大谷派中川東京教務所長他来局� 事務総局
１１日	▶WFB執行役員会議打合せ� 事務総局
１５日	▶日本国政府主催全国戦没者追悼式出席� 東京・日本武道館
	 ▶�日蓮宗主催第57回戦没者追悼供養並びに世界立正平

和祈願法要参列� 東京・千鳥ヶ淵戦没者墓苑

   8月（１６日～３１日）  
１７日▶ロサンゼルス仏教各宗連合会田中氏来局� 事務総局
１８日	▶仏教タイムス松本氏来局� 事務総局
１9日	▶第46回部落解放・人権夏期講座出席（〜21日）
� 和歌山・高野山大学他

２０日	▶局内会議� 事務総局
	 ▶日本テンプルヴァン（株）井上氏来局� 事務総局
２１日	▶朝日ビジネスソリューション（株）松山氏他来局
� 事務総局
２５日	▶第5回支援検討会議開催� 事務総局
	 ▶全日本葬祭業協同組合連合会松本専務理事他来局
� 事務総局
	 ▶（株）DAT伊藤氏他来局� 事務総局
２６日	▶�全日本葬祭業協同組合連合会主催葬儀事前相談員資

格認定講習会講師派遣
� 東京・大手町ファーストスクエアカンファレンス
	 ▶�朝日税理士法人主催公開セミナー「マイナンバー制度

の概要と対応～制度理解と対応準備～」出席
� 東京・朝日税理士法人本部
２７日▶兵庫県仏教会篠原会長訪問
� 兵庫・ANAクラウンプラザホテル神戸
２８日	▶浄土宗西山禅林寺派宗務所訪問� 京都・永観堂
	 ▶法華宗真門流宗務庁訪問� 京都・本隆寺
２９日	▶天台真盛宗教学法儀講習会出席� 三重・西来寺
３１日▶日本仏教教育学会主催「第3回仏教教育学研究会」出席
� 東京・駒澤大学中央講堂
	 ▶第85回WFB執行役員会議、スタディツアー出席
� タイ・バンコク他
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第43回 全日本仏教徒会議 愛媛大会
浄心の道 ─巡礼─

平成27年10月30日(金)・31日(土)　於：ひめぎんホール（県民文化会館）
主催　愛媛県仏教会、全日本仏教会

30日（金）

会場　ひめぎんホール サブホール
13:00 開会式
14:00 基調講演　加藤 精一 会長
15:20 巡礼サミット　※代議員会議併催
18:30 交流懇親会

　 (会場　松山全日空ホテル)

◆ ２日間共通イベント ◆
腰塚勝也師　仏画展 お砂踏み体験 数珠作り体験 坐禅体験
観音さま、お不動さまなど、さ
まざまな仏さまに会いません
か？

霊場のお砂を運んできました。
それぞれの地に立ち、ご本尊と
新たなご縁を結んで下さい。

天然の石や
木を用いて
数珠を作り
ます。
アドバイス
しますので
初心者でも
大 丈 夫 で
す。

姿勢と呼吸を調えて、己の心
と向き合う時間を一緒に過ご
しましょう。

31日（土）

会場　ひめぎんホール メインホール
9:45 座談会　天童 荒太 氏

　　「悼む人」よりー巡礼ー
10:45 記念講演　片岡 鶴太郎 氏

　　「流れのままに」
11:50 記念式典

【基調講演】
　弘法大師研究を長く続け、大正大学名誉教授である加藤精一会長が講演いたします。「お四国遍路」をはじめとし
て、世界各地にある「聖地巡礼」を取り上げ、人類に共通の宗教行事である「巡礼」、人々があこがれる彼の地を目指
す心を解き明かしたいと思います。

【巡礼サミット】
パネリスト	 プロ卓球選手	 四元 奈生美 氏	 コーディネーター	 愛媛大学教授　寺内　浩 氏
	 聖カタリナ大学学長	 ホビノ・サンミゲル 氏 　
	 四国八十八ヶ所霊場会会長	 吉川　 俊宏 師

【記念講演】
　映画化され大きな話題を呼んだ『悼む人』の原作者、直木賞作家の天童荒太氏が座談形式にて巡礼について講演し
ます。片岡鶴太郎氏は奥様が松山市出身で、片岡氏が最初に書いた絵は松山市の市花の「椿」だった、と言われてい
ます。天童氏も地元出身であり、地元になじみの深いお二人が講演いたします。

お問い合わせ・お申し込み
全日本仏教徒会議愛媛大会実行委員会 事務取扱　 TEL 089-911-1755

その他詳細、申込み用紙ダウンロード等はホームページよりお願いいたします。 http://www.jbf.ne.jp/


